
資料２

種別

月 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数

4 59 803 255 2,771 18 242 22 260 4 101 19 80 377 4,257

5 63 974 220 2,695 15 192 21 237 7 49 3 13 329 4,160

6 56 994 249 2,879 18 196 22 234 7 121 14 64 366 4,488

7 55 1,054 236 2,834 12 150 24 281 24 872 16 89 367 5,280

8 57 951 193 2,166 14 198 24 273 12 608 22 96 322 4,292

9 61 1,056 208 2,352 16 168 25 289 12 406 10 49 332 4,320

10 66 1,116 220 2,622 16 212 27 506 16 839 13 69 358 5,364

11 53 881 215 2,407 16 173 31 591 23 486 10 36 348 4,574

12 54 1,141 174 1,995 13 192 19 220 24 2,809 12 46 296 6,403

1 54 1,043 198 2,502 14 193 25 258 10 165 18 95 319 4,256

2 0 0

3 0 0

合計 578 10,013 2,168 25,223 152 1,916 240 3,149 139 6,456 137 637 3,414 47,394

R6 702 11,935 2,866 31,375 199 2,264 233 3,132 152 7,033 193 1,003 4,345 56,742

R5 756 11,453 2,889 31,244 142 1,841 258 2,890 180 4,962 222 1,175 4,457 53,565

年間利用率は、小数点第１位まで記入してください。（小数点第２位を四捨五入）

86.31,267

680 55.2

令和7年度部屋別利用件数・利用人数

35.4

31.2

41.2研修室 5,240563

令和7年度　　公民館等団体別利用状況
（西白井公民館）

青少年 成人 女性 合計その他 個人高齢者

合　　　計

利用件数（件）

2,933

648調理実習室

レクホール

作法室

3,414

25,232

422 2,926

部屋名

工芸室

10,415

419

利用人数（人）

令和5年度 4,457 53,565

令和6年度・令和5年度それぞれの合計

令和6年度・令和5年度それぞれの合計

令和6年度 4,345 56,742

視聴覚室

47,394

年間利用率（％）

63 8.5



令和 7 年度  井公 館 事業報告 

（R8.1.31 現在） 

１ 運営方針 
  

 （１）全体の運営方針 

  ・子どもから高齢者、障がい者まで利用しやすい場を築き、発展性のある情報を共有する。 

  ・地域の学校や商店と連携を図り、市 参加を促進していくとともに活躍できる場を提供し

ていく。 

  ・自主事業を実施しながら、リーダーの育成に努める。 

  ・住みやすいまちを作るため、地域と協働しまちづくり協議会の設立を目指す。 

 

 （２）分野別方針 

 運営目標 

家庭教育 

（１） 

①子育て中の保護者同士が交流し、お互いに支え合える仲間を作る 

②子育ての支援を行い、地域全体で子育てを支える仕組みを作る 

③子育て中の問題を解決できる手だてを学ぶ 

 少年教育 

（２） 

①考え方や性格の異なる人同士が交流し、社会性を養う 

②様々な学習活動に取り組むことで、学ぶことの楽しさや充実感を実感する 

③講座を通し考察力や表現力を身に着け、コミュニケーション能力を高める 

④自ら考え行動する青少年を地域で育成する 

 

成人教育 

（３） 

①自己発見・自己実現のできる学習の場を提供する 

②レクリエーションや運動により、加齢による能力の低下を予防する 

③情報共有し、自身や地域の抱える身近な問題の解決方法を考える 

④より良く快適に生活するための知恵を身に着ける 

⑤高齢者や子育て世代の生活を充実させる 

 

団体育成 

（４） 

①地域で活躍する人材と協力し、活動の発展や新たな活動の場を作り出す 

②地域住民が交流し、活動に取り組むための仲間作りの場を提供する 

③活動が停滞した団体をサポートし、活動状態が盛んになることを目指す 

 

  

（３）令和 7 年度 重点的に実施した項目（講座・事業など） 

 ・幅広い年齢層が積極的に参加でき、活気に満ちた活動ができるように西白井複合センターまつりに重点

を置く。 

 ・高齢化している参加者の健康増進をはかる講座に重点を置く。 

・小中高生が参加しやすい運動のできるレクホール開放を実施する。 

・水彩画を描くことで誰でも自己表現しやすく、満足感を得られる講座に重点を置く。 

 

 

 

 

1



２   井公 館講座実施報告 

 （１）学習講座事業 

対象 学習講座名 運営目標 回数 参加人数 

家庭教育 

（１） 

おやこ広場（児童館共催） ①②③ 11 延べ 81 組 172 人 

ファミリ－タイム（児童館共催） ①③ 1 6 組 18 人 

 少年教育 

（2） 

 

将棋のじかん（児童館共催） ①②④ 10 延べ 64 人 

夏休み子ども工作教室（児童館共催） ①②③④ 1 15 人 

アートで遊ぼう（児童館共催） ①②③ 2 延べ 19 人 

レッツクッキング（児童館共催） ①②③ 1 ６人 

読書感想文の書き方教室（児童館共催） ②③ 1 中止 

書き初め練習会（児童館共催） ①② 1 12 人 

親子でパン教室（児童館共催） ①② 1 ８組 18 人 

成人教育 

（３） 

男女共同参画事業（憩いの家共催） 

 エンディングノートを書いてみよう 
①③④ 1 19 人 

しろいネクスト 5.10 

 生物多様性を考えよう、みりょく発見 
①②③ 1 5 人 

親子で！プラネタリウムへ行こう ①③④⑤ 2  延べ 20組 50人 

大人のパン教室 ①②④⑤ 1 15 人 

40 歳から始めよう！（憩いの家共催） ①②④⑤ 3 延べ 47人 

相続・遺言を考えてみよう ①③④⑤ 1 23 人 

和菓子講座 ①④ 2 延べ 20 人 

障がい者のための水彩画教室 ①③⑤ 1 ４人 

スクレツィアート画教室 ①④⑤ 1 ７人 

ライフプランとマネープラン ①③④⑤ 1 1 人 

警察官に聞く！防犯講座 ①③⑤ 1 6 人 

団体育成 

（４） 

手芸カフェ ①② 10 延べ 153 人 

シニア向け！みんなの楽しい英会話 ①② 2 延べ 29 人 

 

 （２）講座以外に行った事業 

※参加人数については、人数を把握している（おおよその人数を含む）場合のみ記載 

事業名 参加人数 

初心者向けスマホ講座（市総務課主催講座） 2 人 

ウェルビーイング（環境カウンセラー千葉県協議会主催講座） 31 人 

利用者連絡協議会 28 人 

  井複合センターまつり（３回の調整会議含む） 2,699 人 

ともしびの夕べ in 白井   

レクホール開放 99 人 
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（３）情報の提供 

  ・ポスター掲示（自館、他館、掲示板、外部施設） 

・広報しろいへ掲載 

・  井複合センターだより、児童館だより、 主事業ポスターの配布及び掲  

・  井複合センターまつりのチラシを近隣の施設へ配布 

・ホームページへ記載 

・ブログへ掲載 

・SNS の活用 

・地域情報誌へ掲載 

 

 （４）施設の提供 

  ・生涯学習の場として、団体・サークルへの施設の貸出 

・サロン開催や市 活動の場として多 的室を貸し出す 

・保護司の活動に協力する（対話場所を提供） 

・ロビーなどで、地域住 が交流できる場を提供 

・清水口小学校区まちづくり協議会の設立準備へ協力（会議場所を提供） 

 

３ 事業の評価 
 （１）分野別方針 

 評 価 

家庭教育 

（１） 

・おやこ広場は、毎月定期開催にし楽しんで参加できた。参加者同士育

児について交流をしている様子があった。 

・ファミリータイムは、父親の参加があり家族の絆がみられた。 

 少年教育 

（２） 

・製作をしながら、子ども同士の協調性や自主性が養われた。 

・子どもの可能性を導き出せるようにした。 

・子どもたちの居場所づくりを確保した。 

成人教育 

（３） 

・興味や趣味に通じるテーマを設定し、交流が図れた。 

・絵画を通して充実した生活を与えられた。 

・健康寿命を延ばせるように学ぶことができた。 

団体育成 

（４） 

・手芸カフェは、昨年度より参加者も増え同じ趣味を通して交流でき

た。サークル化へなるのも間もなくだと感じる。 

・シニアのための英会話教室は、語学を一緒に学べる楽しさを知ること

ができた。 
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（２）令和 7 年度重点的に実施した項目（講座・事業など） 

評価 

・  井複合センターまつりは、昨年度の反省点を生かして準備から当日、後片付けまで

参加者、ボランティア、職員の皆で協力して行うことができた。来年度に向けてさらに素

晴らしいイベントにしたい。 

 

・“４０歳から始めよう”シリーズは、健康寿命を延ばし年齢を重ねても役に立つことを学

ぶ講座だった。４０歳からにしたのは、高齢になっていなくても関心を深めて欲しいとい

う願いがあったからである。年齢に関わらず参加者は真剣に取り組んでいた。 

 

・レクホールは空いている時間が少ないので、毎月１回１時間を定期的に開放した。思い

っきり体を動かすことができる場が少なくなっているので小学生や中学生は楽しみにして

くれるようになった。 

 

・水彩画教室は、参加者に年齢や性別、障がいの有無に関係なく自由に表現できる教室だ

った。講師や助手のおかげでのびのびと絵を描いていた。 
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種別

月 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数

4 44 879 167 1,540 12 124 13 135 2 36 18 101 256 2,815

5 33 723 162 1,617 13 124 10 129 5 47 8 51 231 2,691

6 30 820 170 1,965 7 77 13 143 5 29 15 84 240 3,118

7 49 1,168 186 1,820 8 80 10 138 6 40 17 84 276 3,330

8 33 826 132 1,287 8 69 7 107 11 92 22 132 213 2,513

9 31 711 161 1,463 9 81 10 128 13 98 11 72 235 2,553

10 40 939 178 1,554 8 65 16 226 19 350 12 179 273 3,313

11 39 908 162 1,327 8 65 12 158 13 268 11 75 245 2,801

12 31 795 143 1,253 10 75 11 119 9 119 17 172 221 2,533

1 48 1,044 142 1,254 13 113 13 159 15 122 13 71 244 2,763

2 0 0

3 0 0

合計 378 8,813 1,603 15,080 96 873 115 1,442 98 1,201 144 1,021 2,434 28,430

R6 490 9,423 1,968 17,973 124 1,005 152 1,821 145 3,184 231 1,483 3,110 34,889

R5 465 8,207 1925 18,057 99 955 147 1,807 146 3,304 176 1,055 2,958 33,385

年間利用率は、小数点第１位まで記入してください。（小数点第２位を四捨五入）

　

60.3823

51 9.7

令和7年度部屋別利用件数・利用人数

15.5

29.4

18.0研修室　2 1,892242

視聴覚室 512 6,700 39.6

令和7年度　　公民館等団体別利用状況
（白井駅前公民館）

青少年 成人 女性 合計その他 個人高齢者

合　　　計

利用件数（件）

2,842

1,944研修室　1

レクホール

作法室

2,434

11,126

380 3,067

部屋名

研修室　1・2

859

169

利用人数（人）

令和5年度 2,958 33,385

令和6年度・令和5年度それぞれの合計

令和6年度・令和5年度それぞれの合計

令和6年度 3,110 34,889

調理室

28,430

年間利用率（％）

257 19.1
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令和 7 年度白井駅前公 館 事業報告 

（R8.1.31 現在） 

 

１ 運営方針 
  

 （１）全体の運営方針 

  ・多世代交流が可能なイベント創出によるにぎわいづくり 

  ・親子参加や子ども対象の教室・講座を通して健やかな成 に寄与する 

  ・個人単位で参加可能な新規教室・講座を提供する 

 

 （２）分野別方針 

 運営目標 

家庭教育 

（１） 

 子育て中の保護者への子育て支援する機会を創出する 

 子育て中の保護者へ子育て知識を学ぶ機会を創出する 

 子育て中の保護者へお仲間づくりの機会を創出する 

 少年教育 

（２） 

 学年・学区の異なる子どもたちの交流機会を創出する 

 学習や体験活動を通して、学ぶことの楽しさを実感する機会を創出する 

 学生生活の充実に寄与する機会を創出する 

成人教育 

（３） 

 教室や講座を通して学びや交流の機会を創出する 

 教室や講座を通して健康増進を図る機会を創出する 

 教室や講座を通して文化教養を学ぶ機会を創出する 

団体育成 

（４） 

 新規団体立ち上げやサークル活性化をサポートする機会を創出する 

  

（３）令和 7 年度 重点的に実施した項目（講座・事業など） 

  ・乳幼児と保護者が気軽に参加できる講座を充実させる 

  ・気軽に来館してもらえるようセンターの紹介を充実させる 

  ・新たな事業を展開することで新規利用を促進する 

  ・多世代の方が交流できる場を提供する 

 

    

6



 

２ 白井駅前公 館講座実施報告 

 （１）学習講座事業 

対象 学習講座名 運営目標 回数 参加人数 

家庭教育 

（１） 

子育て支援講座（児童館共催） ① ② ③ 1 回 2 月予定 

離乳食教室（児童館共催） ① ② ③ １回 １組 2 人 

おはなしバスケット（児童館共催） ① ② ③ 11 回 

継続中 

   現在延べ 

74 人 

SDGs おもちゃ書籍交換会（児童館共

催） 
① ② ③ 1 回 3 月予定 

春休み親子ヨガ（児童館共催） ① ③ 1 回 3 月予定 

 少年教育 

（2） 

ユースボランティア講座 ① ② ③ 3 回 ５人 

こども体験教室（児童館共催） ① ② ③ 1 回 12 人 

キッズクラブ（児童館共催） 

・ハロウィンウォーク 

・クリスマス会 

・毛糸 de ドーナツ作り 

① ② ③ 3 回 

継続中 

現在延べ 

24 人 

駅前遊学（児童館共催） ① ③ 開館日 

継続中 

現在延べ 

267 人 

成人教育 

（３） 

みんなのステージ ① ③ 7 回 

継続中 

現在延べ 

88 人 

料理教室（憩いの家共催） ① ② ③ 2 回 
継続中 

現在 6 人 

シニアライフサロン（憩いの家共催） ①  1 回 9 人 

健康麻雀教室（憩いの家共催） ① ② ③ 8 回 

継続中 

 現在延べ 

33 人 

健康★お楽しみ会！（憩いの家共催） ① ② ③ 2 回 延べ 21 人 

団体育成 

（４） 
予約システム相談会 ①  2 回 延べ 4 人 
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 （２）講座以外に行った事業 

※参加人数については、人数を把握している（おおよその人数を含む）場合のみ記載 

 

 （３）情報の提供 

  ・センターだより 

・子育て通信 

・SNS 発信（インスタ、X） 

・自主事業ポスター掲示 

  ・地域情報誌掲載 

・利用者の活動ポスター展示 

 

 （４）施設の提供 

  ・地域住 が地域課題に取り組み、交流を図る場の提供 

  ・多世代が交流できる場の提供 

 

 

３ 事業の評価 
 （１）分野別方針 

 評 価 

家庭教育 

（１） 

・親子で講座に参加していただくことで保護者同士の交流ができ、親子

の絆を深めると同時にお互いに支え合う仲間を作ることができた 

 少年教育 

（２） 

・学年、学区の異なる子達が活動の中で協力し合い、交流できた 

・知識の豊かさと技術を活かして地域に貢献しながら、制作を楽しんで

いた 

成人教育 

（３） 

・新たな講座を通して市 交流の場を提供して、多世代の地域住 の交

流を深めることができた 

・新たな教室を開催することで市  活の向上を図り、新たな施設利 

者の促進につなげた 

・体を動かし、健康について考えるきっかけを作った 

団体育成 

（４） 

・センターの利用方法について知る機会を設けたことにより、サークル 

活動の活性化につなげた 

事業名 参加人数 

地域懇談会（利用団体連絡会総会） 21 人 

白井市第 5 次総合計画戦略 3 拠点創造プロジェクトの推進（輪音） 延べ 133 人 

駅前ボランティア 継続中現在 

延べ 184 人 

白井駅前センターフェスティバル 3 月予定 
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（２）令和 7 年度重点的に実施した項目（講座・事業など） 

評価 

・ 少年向けの講座を通して、社会に を向け視野を広げると同時に地域交流や世代交流

を図ることができた 

・新たに成人向けの料理教室を開催し、おもてなし料理のメニューを実施したことで、普

段作れない料理にたくさんの方の関心を得られた 

・新たに初心者向けの健康麻雀教室を行ったが、参加者からの満足度が高く好評であった 

・“みんなのステージ”では小中学生の発表を大人がサポートしたり、参加した方同士でパ

フォーマンスしたりする場面があり、地域や世代を超えた温かな交流が生まれた 
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種別

月 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数

4 45 564 86 974 4 27 2 14 27 306 3 16 167 1,901

5 33 542 73 851 6 41 2 23 25 458 6 18 145 1,933

6 42 591 81 1,076 4 37 1 7 25 346 6 82 159 2,139

7 41 568 83 732 3 24 1 8 44 726 2 9 174 2,067

8 29 367 80 1,035 3 30 0 0 26 302 9 61 147 1,795

9 33 523 74 736 4 38 2 17 26 361 8 18 147 1,693

10 39 576 83 966 4 25 1 20 28 584 6 140 161 2,311

11 36 542 66 939 4 37 1 6 30 922 2 12 139 2,458

12 27 473 62 691 4 35 1 5 24 457 9 42 127 1,703

1 34 499 62 848 4 25 1 5 21 312 9 58 131 1,747

2 0 0

3 0 0

合計 359 5,245 750 8,848 40 319 12 105 276 4,774 60 456 1,497 19,747

R6 466 6,372 1,055 11,373 86 618 13 57 350 6,587 116 578 2,086 25,585

R5 489 6,496 1,086 12,774 36 353 17 107 318 6,725 58 436 2,004 26,891

年間利用率は、小数点第１位まで記入してください。（小数点第２位を四捨五入）

585 50.1

令和7年度部屋別利用件数・利用人数

32.5

13.2

3.4調理実習室 18923

令和7年度　　公民館等団体別利用状況
（桜台公民館）

青少年 成人 女性 合計その他 個人高齢者

合　　　計

利用件数（件）

3,786

2,322作法室

視聴覚室

1,497

185 1,766

部屋名

研修室

11,684

441

利用人数（人）

令和5年度 2,004 26,891

令和6年度・令和5年度それぞれの合計

令和6年度・令和5年度それぞれの合計

令和6年度 2,086 25,585

レクホール

19,747

年間利用率（％）

263 17.0
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令和 7 年度桜台公 館 事業報告 

（R8.1.31 現在） 

１ 運営方針 
  

 （１）全体の運営方針 

  ・健康に特化した講座 

  ・新規サークルのサポート 

 

 （２）分野別方針 

 運営目標 

家庭教育 

（１） 

 多様な環境での子育てを支援し、子育てに対する意識を高める 

 同世代の子ども同士、その保護者同士の出会いと交流の場と機会を提

供する 

 地域健全育成を図り、子育てによる閉塞感を緩和する 

 少年教育 

（２） 

 異年齢、異学区の子ども同士や地域との交流を図り、社会性を養う 

 想像力、創意工夫、生きる力をつけるための体験、学習、活動の機会

を提供する 

  ら考え 動する 少年を地域で育成する 

成人教育 

（３） 

 体を動かす楽しさを知り、運動機能の低下を防ぐ 

 地域に興味を持ち、郷土愛を育てる 

 同じ趣味を持つ仲間づくりを支援する 

④新しいことにチャレンジする意欲を支援する 

団体育成 

（４） 

 新しく立ち上がったサークルが軌道に乗るよう支援する 

  

（３）令和 7 年度 重点的に実施した項目（講座・事業など） 

  ・学ぶ Kids「さくセン合宿 ナイトウォーク 」 

  ・昨年度、講座から立ち上がったサークルのサポート 

  ・地域交流イベント「地域イズム 2025」 
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２ 桜台公 館講座実施報告 

 （１）学習講座事業 

対象 学習講座名 運営目標 回数 参加人数 

家庭教育 

（１） 

0 歳児交流広場「いちご組」 ①②③ 8 回 15 組 15 人 

    

    

    

    

 少年教育 

（2） 

学ぶ Kids「さくセン合宿 ナイトウ

ォーク 」 
①②③ 1 回 14 人 

学ぶ Kids シリーズ 

①「アイスクリームをつくろう」 

②「科学教室  品に隠れているデ

ンプンを探そう！ 」 

③「プログラミング 迷 の動物お

助け 作戦！ 」 

①② 3 回 のべ 45 人 

さくらだいクラブ ①②③ ２回 のべ 22 人 

チャレンジタイム企画部 ②③ 3 回 4 人 

チャレンジタイムボランティア ①③ １回 0 人 

成人教育 

（３） 

 井歴史散策 楽部  井の魅 発

   
②③ 2 回 7 人 

大人のチャレンジ「写経体験会 in 延

命寺」 
③④ 1 回 7 人 

桜台キッチン「手作りで美味しいお

正月 伊達巻づくり 」 
③④ 1 回 ８人 

リフレッシュ倶楽部 

 初めてでもできるバランスボール

体験  

①③④ 1 回 10 人 

大人のアフター７「自宅でできる健

康ﾘﾝﾊﾟ講座」 肩と をスッキリ編

  

③④ 1 回 12 人 

団体育成 

（４） 

「スマイルさくら」サポート ① 6 回 5 人 
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 （２）講座以外に行った事業 

※参加人数については、人数を把握している（おおよその人数を含む）場合のみ記載 

 

 （３）情報の提供 

  ・月刊「さくセン通信」発行 

  ・月刊「児童館だより」発行 

  ・広報しろい掲載 

  ・白井市 LINE 掲載 

  ・ポスター掲示 

  ・チラシ配布 

 

 （４）施設の提供 

  ・貸館業務の充実（当日でも空いていれば利用可能） 

  ・市の健診を休館日に行う 

  ・窓口業務以外は臨時閉館して期日前投票所として場所を提供 

  ・YSB 桜台とハートの会協力（場所提供） 

 

３ 事業の評価 
 （１）分野別方針 

 評 価 

家庭教育 

（１） 

サークルの参加人数が減少。０歳１歳２歳３歳のサークルが各々での活

動が難しく、融合したサークルとし、そのサポートを行った。 

子どもを保育園に預けて働くのが一般的となっていることが背景にあ

る。 

通常の利用でも乳幼児の保護者が多様化しており、現在の家庭環境に沿

った事業を企画することは簡単ではない。 

事業名 参加人数 

2025 年度さくセンフェスタ 3 月開催 

地域交流イベント「地域イズム 2025」 449 人 

桜台センター利用者連絡会 34 団体 

さくセンフェスタ実行委員会 13 団体 

ほっとカフェ 8 回 

のべ 72 人 

もっとほっとルーム 31 回 

のべ 1 人 

YSB 桜台・ハートの会場所協力 8 回 

のべ 62 人 
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 少年教育 

（２） 

さくセン合宿 ナイトウォーク をコロナ以降初めて開催した。今回

は、桜台中学校区 少年相談員、桜台公 館、桜台児童館共催及び白井

市危機管理課・千葉県防災危機管理部の協力を得て防災をテーマに地域

のボランティアの力添えで開催することができた。 

しかしながら、夜になっても気温や湿度が高いままであるなど過去の経

験から得られた判断基準では予測できないことが多々あり、反省点も多

い講座であった。 

成人教育 

（３） 

リフレッシュ倶楽部 バランスボール  ロコモ予防 一般向けの講座

として企画したが、参加者のほとんどが高齢者だった。 

体を動かす講座のニーズが高いと感じた。 

団体育成 

（４） 

高齢者サークルであるものの、係になった人は、ちば予約システムを駆

使して予約をとることができるようになった。またサークル内で固定の

人が中心となって運営するのではなく、順番に誰もが活動の中心となっ

て進行することができるようになった。 

 

 （２）令和 7 年度重点的に実施した項目（講座・事業など） 

評価 

・学ぶ Kids「さくセン合宿 ナイトウォーク 」 

コロナ後、再開した久々の事業 

・地域交流イベント「地域イズム 2025」 

 地域交流イベントとして、初めて自治連合会桜台小学校区支部と共催 

・昨年度、講座から立ち上がったサークルのサポート 

 継続して活動できるようシステムの使用方法や講座の運営、さくセン通信での 

 会員募集などをサポート 

 

14



種別

月 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数

4 9 169 58 663 31 308 1 18 31 468 19 110 149 1,736

5 9 111 59 574 36 338 0 0 29 477 19 95 152 1,595

6 10 170 58 598 31 292 0 0 44 1,016 16 102 159 2,178

7 9 254 59 782 38 382 3 29 41 809 12 76 162 2,332

8 10 110 65 828 19 243 0 0 22 455 13 87 129 1,723

9 5 48 56 743 31 323 1 16 45 1,021 15 75 153 2,226

10 12 264 63 753 39 404 0 0 40 1,011 18 81 172 2,513

11 9 114 60 583 31 298 1 10 47 753 7 15 155 1,773

12 14 145 52 593 26 272 0 0 32 514 14 113 138 1,637

1 7 101 60 611 32 306 1 22 32 714 8 38 140 1,792

2 0 0

3 0 0

合計 94 1,486 590 6,728 314 3,166 7 95 363 7,238 141 792 1,509 19,505

R6 90 1,248 716 7,550 379 3,688 5 64 422 10,396 258 1,257 1,870 24,203

R5 145 2,231 677 6,945 362 3,622 7 90 435 9,523 253 1,232 1,879 23,643

年間利用率は、小数点第１位まで記入してください。（小数点第２位を四捨五入）

666 57.84

令和7年度部屋別利用件数・利用人数

27.55

17.13

12.3調理室 89393

令和7年度　　公民館等団体別利用状況
（学習等供用施設）

青少年 成人 女性 合計その他 個人高齢者

合　　　計

利用件数（件）

2,667

2,735休養室２

視聴覚室

1,509

204 1,910

部屋名

集会室

11,300

316

利用人数（人）

令和5年度 1,879 23,643

令和6年度・令和5年度それぞれの合計

令和6年度・令和5年度それぞれの合計

令和6年度 1,870 24,203

大集会室

19,505

年間利用率（％）

230 22.55
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令和 7 年度 学習等供用施設 事業報告 

（R8.1.31 現在） 

１ 運営方針 
 

（１）全体の運営方針 

・「市広報紙」「センターだより」等によりセンター情報の周知に努める。 

・センター利用団体を講師に迎えた講座を開催し、新規参加者の獲得を支援する。 

・施設内に事務所を置く地区社会福祉協議会、まちづくり協議会等との連携強化を図る。 

 

（２）分野別方針 

 運営目標 

家庭教育 

（１） 

 子育て家庭の交流の場を提供し、子育てに関する不安や悩みの解消を図る。 

 子育て経験の豊富なボランティアとの交流により子育てについて学ぶ。 

 親子のコミュニケーションを深める。 

④遊びや学びの場を提供し、子供たちの視野を広げ、社会性や協調性を育む。 

 少年教

育 

（２） 

 学習・体験活動を通して視野を広げ、「知る」楽しさを学ぶ。 

 年齢にとらわれない子供たちによる交流の場を提供する。 

 講座等を通して様々な人との交流を促し、社会参加の促進を図る。 

④子どもの居場所の提供。 

成人教育 

（３） 

 講座等を通して同じ趣味の人との交流の場を提供する。 

 世代を超えた生涯学習の楽しさを知る学習の場を提供する。 

 健康の保持や生きがいづくりをサポートし、健康寿命の延伸を図る。 

④自然に親しむ場を提供し、緑ある住環境の保全と推進を図る。 

団体育成 

（４） 

 地域団体の活動をサポートし、団体の育成や連携を図る。 

 市 や各種団体等の交流を推進し、活動の活性化を図る。 

 より多くの市 が集う機会を提供し、地域の絆を深める。 

 

（３）令和 7 年度 重点的に実施した項目（講座・事業など） 

・受講希望者が多い人気講座を継続開催し、サークル化を目指します。 

・施設利用団体を講師に迎えた講座を開催し、新規会員の募集を支援する。 

・参加者同士の交流促進を図るため、聴講だけでなくグループワークを含めた講座（料理教

室等）の開催を増やしていきたい。 
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２ 学習等供用施設講座実施報告 

（１）学習講座事業                      令和 8 年 1 月 31 日現在 

対象 学習講座名 運営目標 回数 参加人数(組) 

家庭教育 

（１） 

ぴよぴよタイム ①③④ ３回 延 20 組 

喫茶室「みるく」 ※ ①②③④ ７回 延 91 組 

おやこであつまれ！ ①③④ 7 回 延 54 組 

ベビーリトミック ①③④ 1 回 5 組 

ママハピタイム ①③④ 1 回 3 組 

 少年教育 

（2） 

夏休みチャレンジ講座    

 ・絵画教室(全 2 日間) ①② 1 回 22 人 

 ・プログラミング教室 ①② 1 回 10 人 

 ・工作教室(シャカシャカホルダー) ①② 1 回 10 人 

冬休み書き初め練習会 ①② 2 回 延 20 人 

お楽しみ会（紙芝居パフォーマンス） ②③ 1 回 49 人 

土器ッと古代 ①② 1 回 18 人 

詰将棋にチャレンジ ①②③ 1 回 5 人 

将棋体験教室(全 2 日間) ①②③ 1 回 2 人 

元アマ名人将棋教室 ①②③ 1 回 5 人 

囲碁体験教室(全 2 日間) ①②③ 1 回 1 人 

キッズ防災教室(パッククッキング) ①② 1 回 12 人 

子ども工作教室 ①② 1 回 6 人 

成人教育 

（３） 

クッキング教室(パン・薬膳おにぎり) ①②③ 2 回 延 16 人 

お菓子教室(スコーン) ①②③ 1 回 11 人 

シュトーレン教室 ①②③ 2 回 延 24 人 

そば打ち体験教室 ①②③ 1 回 7 人 

アクセサリー教室(トンボ玉) ①②③ 1 回 8 人 

プチパーソナルカラー診断 ①②③ 1 回 8 人 

終活支援講座(相続) ①②③ 1 回 4 人 

家庭菜園・園芸教室 ①②③④ 1 回 6 人 

椅子ヨガ教室 ①②③ 2 回 延 14 人 

薬膳＆ヨガ教室 ①②③ 1 回 延 14 人 

スマホ教室 ①②③ 2 回 延 24 人 

バランスボール講座 ①②③ 1 回 19 人 

大人の塗り絵講座 ①②③ 1 回 12 人 

団体育成 

（４） 

世代間交流(ボッチャ) ①②③ 1 回 27 人 

冨士センター音楽祭 ①②③ 1 回 247 人 

    ※印は第三小学校区地区社会福祉協議会との共催事業 
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（２）講座以外に行った事業 

※参加人数については、人数を把握している（おおよその人数を含む）場合のみ記載 

 

（３）情報の提供 

・市広報紙へのセンター自主開催講座等の情報掲載依頼 

・センターホームページ及びＸ（ＳＮＳ）への自主開催講座等の情報の掲載 

・センターの情報を掲載した「センターだより」「児童ルームだより」の発行 

・自主開催講座等の個別宣伝ポスターの作成、館内掲示 

・上記で作成発行した「センターだより」「児童ルームだより」「宣伝ポスター」等を第三小

学校区内の自治会へ回覧、小学校児童への配布、近隣店舗等への掲示を依頼 

・フェスタ等の大きなイベント開催時には地域情報サイト「しろいまっち」や地域情報紙

「地域新聞」等に情報を提供し、掲載を依頼 

 

（４）施設の提供 

・ロビーを市 に開放 

・児童ルームを子育て親子の交流の場、子どもの居場所、交流の場として開放 

・１階休養室を高齢者の憩いの場、交流の場として開放 

・２階学習コーナーを中高生の学習の場として開放 

・市 や団体等に学習の場、リクリエーションの場、会合や交流の場として部屋を貸出 

・地域自治会等の行事に施設保有備品等を貸出 

 

  

事業名 参加人数(組) 

トイトイランド 延 26 組 

ハッピーハロウィーン 118 人 

クリスマス会 15 人 

体育館で遊ぼう 17 人 

美化交流会 延 30 人 

映画＆音楽鑑賞 延 71 人 

ふじっこダイニング 延 162 人 

シニア食堂 延 223 人 

憩いのサロン 延 133 人 

第三小学校児童早朝預かり 延 32 人 
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３ 事業の評価 
 （１）分野別方針 

 評 価 

家庭教育 

（１） 

・子ども同士が遊びを通して交流することができた。 

・同じ年代の子を持つ親同士や子育て経験豊富なボランティアと交流に

より育児についての悩みや不安を相談する場の提供ができた。 

・運動不足やストレスを解消する手助けができた。 

 少年教育 

（２） 

・作品を作り上げる喜びを知ってもらえた。 

・遊びや学びを通して参加者同士が交流し、協力し合うことを学んだ。 

・児童ルーム、学習スペースを開放し、子ども達の居場所を確保した。 

成人教育 

（３） 

・趣味についての知識を深め、同好の士との交流を図った。 

・健康の保持や生きがいを見つける手助けができた。 

・野菜を育てる知識を習得し、収穫する喜びを知ってもらえた。 

団体育成 

（４） 

・小学生から高齢者まで参加ができる軽スポーツ（ボッチャ）大会を開

催し、参加者をランダムにチーム分けすることで世代間交流が図れた。 

・日頃からセンターを利用する団体を中心にした成果発表会を開催し、

団体活動の活性化、団体同士や観客との交流が図れた。 

 

 （２）令和 7 年度重点的に実施した項目（講座・事業など） 

評価 

・受講希望者が多い人気講座を継続開催し、サークル化を目指したが、中心となるリーダ

ーが見つからない。 

・家庭教育講座において、親同士が交流の促進を図るため、子どもを職員が見守り、親だ

けのテータイムを設け、好評を得た。 
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種別

月 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数

4 3 35 45 515 23 232 14 104 9 104 6 31 100 1,021

5 0 0 40 402 23 234 13 103 11 185 2 3 89 927

6 1 17 44 498 18 164 9 85 21 272 7 35 100 1,071

7 1 15 49 639 22 200 11 89 8 123 12 73 103 1,139

8 0 0 36 309 24 253 8 66 11 108 6 45 85 781

9 1 1 39 525 24 209 7 57 24 534 4 5 99 1,331

10 1 10 46 608 20 164 8 88 32 412 5 24 112 1,306

11 5 100 49 530 18 152 10 102 16 193 2 2 100 1,079

12 3 43 35 411 20 161 9 107 18 335 2 2 87 1,059

1 4 100 33 312 18 164 13 135 11 140 1 3 80 854

2 0 0

3 0 0

合計 19 321 416 4,749 210 1,933 102 936 161 2,406 47 223 955 10,568

R6 21 348 500 5,593 249 2,211 155 1,517 205 2,799 88 539 1,218 13,007

R5 38 316 500 5,130 231 1,761 160 1,392 188 2,642 90 241 1,207 11,482

年間利用率は、小数点第１位まで記入してください。（小数点第２位を四捨五入）

令和7年度部屋別利用件数・利用人数

20.5

44.1

4.4調理室 30723

令和7年度　　公民館等団体別利用状況
（青少年女性センター）

青少年 成人 女性 合計その他 個人高齢者

合　　　計

利用件数（件）

1,974

1,348会議室

レクリエーションホール

955

514 6,939

部屋名

研修室 253

利用人数（人）

令和5年度 1,207 11,482

令和6年度・令和5年度それぞれの合計

令和6年度・令和5年度それぞれの合計

令和6年度 1,218 13,007

10,568

年間利用率（％）

165 12.3
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令和 7 年度  少年 性センター 事業報告 

（R8.1.31 現在） 

１ 運営方針 
  

 （１）全体の運営方針 

  ・「住 1 人ひとりの福祉ニーズに対応し、みんなが安心して暮らせるまちづくりの実現」 

   を目指し取り組む。 

  ・「誰もがありのままにその人らしく」をコンセプトに、子どもから高齢者までの各年齢層 

   が気軽に参加・交流できる事業の実施。 

  ・ 少年の健全育成や 性の社会活動、 齢者や障がい者の社会活動としての拠点としての 

   役割を担う。 

 

 （２）分野別方針 

 運営目標 

家庭教育 

（１） 

 子育て世代が交流し悩みや不満を解消できる機会をつくる。 

 子育てを通じて男女共同参画の推進を図る。 

 家事や育児に男性参加を促し固定的性別役割分担意識の解消を進め

る。 

 少年教育 

（２） 

 市内の小学生を対象に、交流の場を設け仲間づくりを推進する。 

 市内の小学生を対象に、体験を通して学習し興味を促す。 

 中学生以上を対象とした、進路にも繋がる体験学習の場を提供する。 

④子どもの自立と家事参加を応援する。 

成人教育 

（３） 

 再就職を目指す女性にスキルアップやキャリアアップのための学習が

できる機会をつくる。 

   が困難な  家庭の 親や DV 被害者の女性を優先し自立支援を

行う。 

 人とのコミュニケーションが苦手等働きづらさに悩む若い女性の居場     

所作り。 

④地域で自分らしく生き生きと働けるようワーク・ライフ・バランスを

推進する。 

⑤女性のための生涯学習の場を提供する。 

⑥地域住 が集い、コミュニティーの場を提供する。 

団体育成 

（４） 

 学習成果の発表の場を提供し、団体活動の支援をする。 

 対人関係が苦手でなかなか社会に参加することが難しい女性に交流の   

 場を提供する。 

 障がい者のための生涯学習を支援する（余暇活動） 
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 （３）令和 7 年度 重点的に実施した項目（講座・事業など） 

  ・興味関心のもてる男女共同参画推進に向けた講座の実施。 

   

２  少年 性センター講座実施報告 

 （１）学習講座事業 

対象 学習講座名 運営目標 回数 参加人数 

家庭教育 

（１） 

おやこチャレンジ体験講座 

（おやこチャレンジ） 
① 4 回 40 人 

    

    

    

    

    

 少年教育 

（2） 

小学生向け体験講座 

キッズトライ 
①・②・④ １回 ７人 

小学生向け体験講座 

親子バイオ実験教室 
①・②・④ １回 26 人 

小学生向け体験講座 

「プログラミングで作って遊ぼう」 
①・② ２回 1 人 

中高生向け体験講座 

理系ナビ 
③ 1 回 7 人 

中高生向け体験講座 

文系ナビ 
③ 1 回 中止 

成人教育 

（３） 

    

    

    

    

    

団体育成 

（４） 

こころの caf   ② 8 回 中止 
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 （２）講座以外に行った事業 

※参加人数については、人数を把握している（おおよその人数を含む）場合のみ記載 

 

 （３）情報の提供 

  ・ 初に当センターの情報紙、清 の杜の発 （年 12 回） 

  ・講座・行事情報は、広報しろい、社協しろい、社協 HP、市 HP、SNS 配信にて情報提供 

  ・各講座のチラシを作成し、関係機関に配布、掲示の依頼 

  ・就労に関する情報提供 

 

 （４）施設の提供 

  ・ 少年、 性団体、グループなどで使う施設の提供 

  ・ 少年の健全育成に携わる者が う会議等のための部屋の提供 

  ・ 少年の健全育成及び 性の社会活動に資する情報及び資料の提供 

  ・ご意見箱を設置し利用者からの意見や要望を聞き、改善することでより良い施設の提供 

 

３ 事業の評価 
 （１）分野別方針 

 評 価 

家庭教育 

（１） 

おやこチャレンジと称した体験講座は、今後も内容を変えおこなってい

きたい。 

 少年教育 

（２） 

小中高生の講座は、例年より参加者が少なく、内容、周知等を見直すき

っかけとなった。 

成人教育 

（３） 

 

団体育成 

（４） 

こころの caf  について、問い合わせはあるものの、開催までには至ら

なかった。 

  

（２）令和 7 年度重点的に実施した項目（講座・事業など） 

評価 

・子どもから大人までが参加できる体験講座や交流事業を実施し、世代を超えた交流の機

会づくりに重点的に取り組んだ。 

 

事業名 参加人数 

福祉センターフェスティバル 353 人 

クリスマスコンサート（福祉作業所との合同事業） 150 人 
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